
大野市  くらし環境部  環境・水循環課   課長 田中九一郎

水循環シンポジウム２０２３
２０２４年２月９日
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みずのめぐみん

大野市の地下水とイトヨ
－ 水循環アドバイザー制度を活用した施設展示の更新 －
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県庁

福井市

福井県 大野市

市役所

大野市について

面積 ８７２．４３ ｋ㎡   ８７％が森林
(福井県の２０％）

人口 ３０，７６７人（Ｒ５年４月1日現在）
昭和２９年に市制を施行

令和６年 ＝ 市制施行７０周年

「天空の城」越前大野城



大野市の地形
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航空写真２

市役所

北

赤根川

清滝川

真名川

九頭竜川

合流

地下水涵養
地域

真名川ダム

荒島岳（1523m）

経ケ岳（1625m）

堆積土砂地盤

地下ダム型 地下水盆

大野盆地を４本の１級河川
が南から北に貫流 

九頭竜ダム

南

東西



北

大野市役所

九頭竜川

真名川

清滝川

赤根川

勝山市の手前で合流

本願清水

越前大野城

中部縦貫自動車道

真名川の西側

地下に水がめ

大野市の湧水帯
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御清水(名水百選) 本願清水(平成の名水百選)



大野市と地下水
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井戸の掘削時期
●S49以前 ●S50～S63 ●H1～：2002  ●不明

〇大野市の家庭の約70％が井戸を所有（H14調査：8163本）
〇地下水を各家庭でくみ上げて飲料水として使用することを
「当たり前」とする習慣がある。 家庭のホームポンプ

市街地における井戸の分布図（中心部抜粋）

生活用水（飲用）利用

平成14年度井戸実態調査

水が育む食文化

湧水地が憩いの場



大野市とイトヨ
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○ 氷河期のころから地球に生息していたというイトヨ
○ 冷たくてきれいな水でしか生息できない小さな魚
○ 戦後から高度経済成長期にかけて生息数が激減
○ ごく限られた地域にのみ生息。現在も減少

（大野市内では、本願清水と中野清水などの数か所）

大野市 平成17年 「市の魚」（環境のバロメーター = きわめて重要な存在）

《越前おおの特有の湧水文化の象徴的な存在・地域の宝物》

福井県 絶滅危惧Ⅰ類 （陸封型イトヨ）

環境省 絶滅のおそれのある地域個体群（ＬＰ） （会津以南のイトヨ）

本願清水（ほんがんしょうず） 中野清水（なかのしょうず）

大野市内のイトヨ生息か所数

調 査 年 生息か所数

1971年
(S46) ３３か所

1983年
(S58) １０か所

上：オス、下：メス

写真提供
秦 康之 氏



井戸枯れから始まった地下水保全の取り組み
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① 市街地で井戸枯れが発生《地下水低下・湧水地の減少》（昭和46年～）
② 大野市地下水対策審議会の設置（昭和48年）
③ 地下水の監視（昭和51年）
④ 大野市地下水保全条例の制定（昭和52年）
⑤ 冬期水田湛水事業に着手（昭和53年）
⑥ 涵養域のブナ林196haを購入（平成8年）
⑦ 地下水保全基金を設立（平成12年）
⑧ 本願清水イトヨの里を開館（平成13年）
⑨ 大野市地下水総合調査を実施（平成13年～14年）
⑩ 大野市地下水保全管理計画を策定（平成17年）
⑪ 湧水保全フォーラム全国大会 in 越前おおの開催（平成19年）
⑫ 越前おおの湧水文化再生計画を策定（平成23年）※Ｈ29.1水循環流域計画公表

⑬ 湧くわく水サミット in 越前おおのを開催（平成23年）
⑭ 大野市森・水保全条例を制定（平成24年）
⑮ 第15回日本水大賞「環境大臣賞」受賞（平成25年）
⑯ ‐水への恩返し‐ Carrying Water Project（平成27年～令和元年）
⑰ 越前おおの水のがっこうを開校（令和２年）
⑱ 大野市水循環基本計画を策定（令和３年） ※R3.7水循環流域計画 改定

御清水

本願清水



大野市水循環基本計画の策定（令和3年2月）

8

「健全な水循環のまち」のイメージ図

大野市の恵まれた水環境を守り、未来に引き継いでいくため、本市の更なる水環境の健全化に向けた水に関する計画

基本方針１ 流域マネジメントの推進
〇 貯留・涵養機能の維持・向上
〇 水資源の適正かつ有効な利用の促進
〇 健全な水循環を通じた地域活性化の推進

基本方針２ 水循環に関わる人材の育成と水文化の継承
〇 健全な水循環に関する教育、人材育成及び研究の推進
〇 水文化の保存と継承 ▼本願清水イトヨの里展示物更新
〇 新たな水文化の創出に向けて

基本方針３ 災害や気候変動、地下水障害等への対応
〇 水災害等に対する防災・減災対策
〇 気候変動が水循環に与える影響の調査研究と適応策の 検討
〇 地下水障害の防止と対策

≪目指す姿≫
◆ これまでの地下水保全の取り組みを更に一歩進めて、水循環の健全化を目指します。
◆ 恵まれた水環境の魅力を高め、様々な市民ニーズやライフスタイルに対応した「健全水循環のまち」として

 更なるステップアップを目指します。
◆ 地域固有の水文化を次世代に継承することにより、豊かな社会の実現を目指します。



本願清水と本願清水イトヨの里の整備
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地域住民による本願清水の清掃

本願清水の環境整備
平成１３年７月「本願清水イトヨの里」開館

住民・子どもたちによる保護活動

市内小学生の環境学習



本願清水と本願清水イトヨの里の再整備
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整備後２０年が経過して、生息地・学習施設ともに様々な問題が発生

●生息地「本願清水イトヨ生息地」
（１）生息地内の泥土の体積
（２）護岸の浸食、護岸石の崩壊

⇒ イトヨの生息環境の悪化

●学習施設「本願清水イトヨの里」
（１）展示品等の老朽化
（２）展示内容が未更新

⇒施設の魅力低下
最新の情報発信ができていない

大野市の水文化の「保存・継承」には再整備が必要



本願清水と本願清水イトヨの里の再整備（設計・実施）
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●生息地「本願清水イトヨ生息地」（令和２～３年度）
（１）生息地内の泥土の体積
（２）護岸の浸食、護岸石の崩壊
① 実施設計の作成 建設コンサルタント業者
② 生息環境の助言 本願清水イトヨの里 館長 森誠一

（岐阜協立大学 教授）
●学習施設「本願清水イトヨの里」（令和３～５年度）
（１）展示品等の老朽化
（２）展示内容が未更新
① 実施設計の作成 建築コンサルタント業者
② 教育・普及啓発の広報・情報発信が不足？

市に効果的に普及啓発を行う知見を有している者がいない

展示更新については専門的な知見に基づいた助言等が必要
⇓

水循環アドバイザー制度を活用



水循環アドバイザー制度の活用（Ｒ４．７．１）
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○支援依頼内容 展示物更新に当たり、専門的な知見に基づいた助言の支援
○派遣アドバイザー 東京学芸大学 環境教育研究センター 吉冨友恭 教授

●全体について
① 展示で伝えたいポイント
② 順路と展示コーナーの表現方法
●色、デザインについて
① 使用する色の統一性、展示コーナー色の選び方
② デザイン選びの重要性
③ 展示に使う書体及び文字サイズの基準
●パネル内容について
① 文章量と文章構成（タイトル・サブタイトル・文章）
② 昔の写真、イラストの有効利用



アドバイザー制度活用後の整備（全体・色、デザイン）

13

ゾーン リニューアル（前） リニューアル（後）

１ 天然記念物「本願清水イトヨ生息地」 イトヨとはゾーン

２ 大野の地下水
イトヨと湧水ゾーン

３ 名水に育まれた文化

４ レクチャールーム（映像学習） レクチャールーム（映像学習）

５ イトヨライブラリー 天然記念物ゾーン

６ 大野の淡水魚 イトヨが生まれるまで

７ イトヨ観察（観察窓） イトヨの観察ゾーン（観察窓）

８ イトヨとともに 大野の水ゾーン



アドバイザー制度活用後の整備（ゾーン・順路）
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ご意見を得ての整備（デザイン、パネル内容）
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ご意見を得ての整備（昔の写真、イラスト）
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マグネット式展示パネル
（昔の本願清水）



学習施設（本願清水イトヨの里）リニューアルオープン
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@hiroaki2410ご清聴ありがとうございました。

18令和５年８月２１日
大野市の南六呂師エリアが「星空保護区」に認定されました。
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